
　各保育園の特色を生かし、保育内容の向
上等を図ることを目的とした先駆的事業で
す。ひと味ちがう箕輪の子ども育成事業の
4本柱である「運動あそび」「英語あそび」「読
育」「食育」を主軸に、各園の園長や保育
士が創意工夫して考えた取組みについて予
算枠を拡大し、実現可能に繋げています。

　町では、幼児から中学生まで一貫したひと味ちがう箕輪の子ども育成事業に力を入れてきました。これまで行ってきた「運動あそび」
「英語あそび」「読育」「食育」の推進に加え、平成２１年度からは「教育振興交付金」、昨年度からは「いきいき保育創出事業」を導
入し、保育の充実と、小中学校の教育環境の充実を図っています。

　各学校がそれぞれのアイデアを生かし、児童生徒の学力向上、教職員の
資質や指導力向上などを目的とした取組みを行うことで教育現場がより活
性化することを図る事業です。取組みは、朝ドリルや英語活動、読書活動
等の充実など学校により様々で、研修や講演会等を行うことで、教職員の
視野を広げ、子どもたちのより良い成長や発達に貢献しています。

これまでに実施した事業の例

中学校の取組み例

❶ひと味ちがう箕輪の子ども育成事業
を中心とした子ども育成の向上
❷保育士の指導力の向上
❸保護者支援の充実

❶ひと味ちがう箕輪の子ども育成事業
を中心とした子ども育成の向上
❷児童生徒の学力向上
❸教職員の資質・指導力向上

実施した事業 

 9園で　57事業

総事業費 83万5,355円

参加者 延べ8,774人

 （うち保護者2,678人）

平成22年度の実施成果

木下南保育園木下南保育園

上古田保育園上古田保育園

「スタディタイム」「スタディタイム」

読育　絵本だいすき
（父親による絵本の読み聞かせ）

読育講演会
（保護者、保育士を対象とした読育の講演会）

考える力を育てるおもちゃづくり

今年度も、子どもたちにきめ細やかな学習指導が
できるよう、教育環境の充実と特色ある学校づく
りが行われるよう継続して推進しています。

実施した事業 6校で　30事業

総事業費 399万8,452円

平成22年度の実施成果

小中学校での取組み─学校教育振興交付金事業小中学校での取組み─学校教育振興交付金事業小中学校での取組み─学校教育振興交付金事業小中学校での取組み─学校教育振興交付金事業

保育園での取組み─いきいき保育創出事業保育園での取組み─いきいき保育創出事業保育園での取組み─いきいき保育創出事業保育園での取組み─いきいき保育創出事業

今年度も、保育園間
の情報交換を行い、
子どもたちの遊びの
拡大と保育内容の充
実を目指し推進して
います。

　中学校では、毎朝読
書の時間のあと、生徒
にテキストを用意して
英語と数学を中心に
10分間の学習時間を
設け、基礎や基本の定
着と問題解決能力の向

上を図っています。学校教育振興交付金は、こうした教材の
購入費や印刷費にも活用されています。

木下北保育園木下北保育園

「いきいき保育創出事業」とは？

「いきいき保育創出事業」の目的

「学校教育振興交付金事業」とは？

「学校教育振興交付金事業」の目的

保護者アンケートから

（読育講演会の参加者）

素晴らしい時間を、気づきを
ありがとうございました

　　子どもに絵本を
読んであげたくなりました

未来を担う子どもたちのために未来を担う子どもたちのために ～特色を生かした保育・学校環境づくり～
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次回の箕輪町のすがたは
10月22日（土）掲載予定です。

今月は、ひと味ちがう箕輪の子ども育成のために町が取り組んでいる
「いきいき保育創出事業」と「教育振興交付金」についてご紹介します。
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ICT箕輪専用チャンネル（放送日／毎週土～翌週金曜日）

総務課 総務広報係まで
（内線104）

セーフコミュニティニュース 第18号
月 刊 ～世界の安全は“みのわ”から～ 　町民の皆さん1,000人を対象に「セーフコミュニティに対する認

知度の変化」や「体感治安」などを調査
するため、セーフコミュニティアンケート
を実施しました。今後、集計・分析し、
11月開催予定の推進協議会で結果を公表
しますので、よろしくお願いします。アンケートにご協力いただきありがとうございました
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